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≪今朝の聖書箇所から≫ 
今朝の個所は、ヨハネ福音書の中でも一番内容を鮮明にしてい
る個所の一つです。“よみがえりの力は主にのみある”ことを
もって、“父とわたしは一つである”とユダヤ人の中であから
さまに語られたことは、神を冒涜するものでした。“石で撃ち
殺そうとしています（8 節）”という弟子達の言葉が、よく表
しています。このことについては、先週の聖書からも読んだ
とです。さて、ヨハネがバプテスマを授けていた場所で、イエ
ス様は、ラザロの病気のことを聞かれることになります。ここ
に冬の間、退いておられたのです（１０章４０節）。
てくるベタニヤ村は、この場所よりは、むしろエルサレムに近
いところで、イエス様もよく通られた所です。ルカ１０章３８
節に、マルタとマリヤの記録がありますが、ここに兄弟がいて
その名をラザロといいました。３節で、彼女たちが人を遣わし
ていることからも分かりますし、“友ラザロ”と１１節でよん
でいます。また“あなた（イエス様）が愛しておられた”と言
わせていることからも、親しみ深い村であり、家族であったこ
とも分かります（５節）。このような中で“第七のしるし”と
いわれている、“ラザロの死からのよみがえり”の出来事が起
きることになります。そこには神様の計画がありました。“こ
の病気は死ぬほどのものではない。それは神の栄光のため、ま
た、神の子がそれによって栄光を受けるためのものである（４
節）”とあるのがその目的です。次に“もう一度ユダヤに行こ
う（７節）”という言葉が続きます。それば危険なところ、殺
されるかもしれない所だったのです。弟子の決意もよく分かり
ます（１６節）。イエス様のいてくださる昼の時間（９節）、私
たちは主の栄光を目の当たりにすることができます。しかし、
苦難の時が訪れた時、多くの人々が、黄泉の試みにつまずくの
です。バプテスマのヨハネは何の“しるし”も行わなかったが、
みな本当だった（１０章４１節）と、記されているところに続
くことを思い出しましょう。私と父は一つ、と宣言された方が
私たちとともにいてくださるのです。イエス様のみがみ父と一
つということはありません。み父もまたイエス様と一つなので
す。御霊に導かれて、主を受け入れた時、そこにはみ父とも一
つの、救い主なる聖霊が私たちに伴ってくださるのです。
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